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はじめに

 平成20年中中学校学習指導要領の技術家庭科の技術分野の改訂にともない、これまで、

技術科の中で、選択領域であった「栽培」が「生物育成」として必修化された1) 4)。しかしな

がら、中学校において、栽培を行う栽培園(農園)を校内に有している学校は多くないよ

うである。小学校においても、全国的に、従来から栽培活動を行う栽培園(農園)つくり

が推進され、植物の栽培を行う取り組みがなされている。

 また、自然体験活動を通して、自然とのふれあう求莱?�揩竄ｷことが、学校教育や社会

教育上も切望されている5)'6)。今後、小・中学校において、菜園の設置が進められるこ

とが予測される。

 そこで、本研究では、学校内に栽培可能な畑を設置する方磨翌�沒｢するための一助とし

て、大学構内において、土の搬入と整地により、畑を新設することを試みた。あわせて、

その畑にて野菜栽培を行った。このような方磨翌�ﾊして、畑を新設する上での条件を検討

した。なお、諸般の事情から、本研究で使用した土地の下層部は、不耕起地であったが、

不耕起地においても土地の搬入や潅水などの技術的な工夫により、栽培の実施が可能であ

るかについても検討を加えた。

 大学の構内に新たに畑を新設して野菜栽培を行った。実施期間は、平成21年6，月～平成

21年12. 月の約7ケ月間であり、実施場所は、山口県山口市吉田1677一・1山口大学吉田キャ

ンパス内の教育学部建物に隣接した土地(土地の広さ 約286㎡(横約22m×縦約13m)

(約86. 7坪))の一部である。この土地周辺の地下から埋蔵文化財が発戟翌ｳれてきたこと
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から、キャンパス内は、不耕起地とされている。したがって、栽培には、好条件の土地で

はないが、校舎に近接した位置であり、授業実施や学生による畑の観氏翌ｪ好都合であるこ

とから、あえて、この土地に畑を設置した。この土地に、真砂土(まさつち)を約0. 15～

0. 2mの高さに傾斜をつけて上積し、さらに畑の土を約0. 2～0. 25mの高さに上積みして、

栽培用の土地とした。実際に栽培のために耕したのは、真砂土と畑の土が分布する土層の

みである。真砂土より下側の土層は耕していない。図1、図2に、それぞれ、設置した畑

の図面と写真を示す。図3は、真砂土を搬入し、整地した時の状況を示す。この真砂土の

上に畑の土を上積みした。

 栽培した野菜の種類は次の通りである。〟翼Xイートコーン(トウモロコシ)、②サツマ

イモ、③ダイコン、④カブ、⑤シュンギク、⑥ホウレンソウ、⑦ハクサイ、⑧タマネギ、

この他に、⑨バケツ稲栽培も実施した。

2. 結果

2-1 スイートコーン(トウモロコシ)の栽培

 図4には、スイートコーンの茎、葉が生育している状況を示す。しかし、茎葉がかなり

繁茂したのに対して収穫時の実が不充分であった。収穫がうまくいかなかったのは、不耕

起地のためか、または、土の量が不足していたためと考えられる。また、スイートコーン

(トウモロコシ)の根も浅かった。根の張り方が少なかった。

2-2 サツマイモ

 図5にサツマイモの苗の生育状況を示した。夏場の乾燥を防ぐために、苗の周りにワラ

をしいている。図6は、サツマイモのイモ戟翌閧�sっている状況を示す。

 図7は、収穫したサツマイモを示す。図7に見るように、たくさんのサツマイモが収穫

できている。

2-3 ダイコン

 図8は、ダイコンの生育した状況を示す。ダイコンは土を多めにして栽培した。収穫時

の実は小太りであったが、大枠、収穫出来ている。

2-4 カブ
図9は、生育したカブを示す。大枠、収穫は成功している。普通の出来である。

2-5 シュンギク

 図10は生育したシュンギクを示す。葉の大きさは普通であった。水は充分に与えた。葉

の生育状況はよかったが、シュンギクの背たけは、あまり伸びなかった。

2-6 ホウレンソウ

 図11は、ホウレンソウを示す。写真撮影後、日が経ってから、ホウレンソウの葉が虫に

食われていた。通常以上の虫により、葉が食べられ、被害を受けていた。
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2一一7 ハクサイの栽培

 ハクサイはある程度、生育し、その状況を図12に示す。12月になっても充分に結球して

いない状況にある。

2-8 タマネギの栽培

 タマネギの苗を植え付けた状況を図13に示す。収穫はまだ先であるが、少しずつ生長す

るのが見受けられる。

2-9 バケツ稲栽培

 図14は不印砂地に真砂土を敷いた場所で、バケツ稲栽培を行った様子を示す。合計約30

個のバケツ稲栽培を行った。稲穂が出穂して、生育状況は良好であった。なお、肥料とし

て、有求濫?ｿを使用した。

 この度の栽培では、全体的に土の量が少ないことが指摘された。全体の生育状況から判

断すると、この度、栽培した土量の倍の土の量が必要である。土の質と土の絶対量が不足

していた。

 サツマイモ、ダイコン及びカブは、収穫状況は良好であった。その他の野菜は、できは

充分とはいえず、ホウレンソウの場合のように、虫に食われ収穫状況はよくなかった場合

もあった。

 この度は、不耕起地で、耕してはいけない土地で、野菜がうまく生育するかどうかを確

かめた。肥料は有求濫?ｿであり、土は教育学部の中庭から運んだ土と外部から搬入した畑

の土(田んぼの土)が主な土壌であった。

 図15は、このたびの栽培に使用した不耕起地の土地の断面図(a)と一般の耕起地(b)

の土地を示したものである。図15(a)に示すように、土地の下層が不上扇地のために、

地下水が上昇しづらく、そのため根が下へ生長しにくい。生育が充分に行われるために

は、図15(b)に示すように、下層の土が耕されており(耕起地)、地下水が上昇可能であ

ることが必要である、これにより根が下へと生長でき、野菜全体の生長も促進される、と

考氏翌ｳれる。

 また、土量が少なかったことも一部の作物が充分に育たなかった原因であると考えられ

る。土量が少なかったことを、結局、潅水や肥料などの技術力でカバーできなかったもの

と推氏翌ｳれる。土の力はやはり大きいことが伺われた。

 バケツ稲の栽培については、自宅でバケツ稲の栽培を行っている家庭もあるが、なかな

かうまく栽培ができないとの声が聞かれる。この度は、バケツに有求濫?ｿを入れただけで

あったが、稲の生育状況は順調であった。バケツ稲栽培は、水さえ充分にあれば、水田を

使用しなくても栽培できる。したがって、畑地の確保が不充分な学校教育現場では、好都

合の栽培教材である。

 なお、栽培期間中は畑の近くに水道設備がなかったので、潅水に長いホースを使い手間

が生じたが、この畑を授業で使用することから、事務方の協力を得て、畑に近接して水道

設備が設置された。
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おわりに

 大学構内の不耕起地の上に、 「真砂土(まさつち)」を上積し、さらに、その上に「畑

の土」を上積みした畑をつくり、野菜の栽培を行って、野菜の生育状況を調査した。得ら

れた結果を要約すれば、以下のとおりである。

(1)サツマイモ、ダイコン、カブの生育状況は、良好であった。

(2)シュンギクは、背丈がやや低かったが、葉は充分に生育していた。

(3)スイートコーン(トウモロコシ)は、茎、葉の生育は良好であったが、実が不充分で

あった。トウモロコシは、根の張り方が少なく、これが、実が不充分であったことに起因

した可能性がある。

(4)ハクサイは結球不充分の状態にある。

(5)野菜の栽培にて、実の収穫が不充分であったことについては、不耕起地のために地下

水が上昇できにくかったこと、土質及び土の量が不足していること、があげられる。畑の

土、真砂土の下側は、不断起地であったので、戟翌闍Nこしができず、そのため、地層下層

部からの水が畑の上部へ上昇する現象が押さえられる。したがって、通常の潅水はしたも

のの、野菜が地下水の利用が不充分で生長不良を起こす種類が出たものと推氏翌ｳれる。

(6)併用して行った「バケツ稲栽培」は、稲穂が育ち、ほぼ良好な生育結果が得られた。
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タマネギの生育状況
 (平成21年11月19日)

地表

畑の. 土

畑の土

耕起地

真砂i
(ま・さっ

ち)

紬縞地

地下水の

上昇:不能

バケツ稲栽培
 (平成21年9月24日)

畑の垂直断面図、地下水の上昇の状況及び野菜の
生育状況の模式図
(下層不耕起地(a)と下層耕起地(b)との比較)
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